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同志のみなさん 

20 世紀の傑出した不滅の政治家である金日成主席を讃える太陽節の機会に、この重

要なセミナーに参加できることは、私にとって喜びであり、名誉なことです。この場を

お借りして、セミナーの主催者の皆様にお祝い申し上げます。 

同志のみなさん 

金日成主席は祖国の解放闘争を指導し、不滅のチュチェ思想を創始して人民大衆を正

しい道に導き、自主的に運命を切り開き、主権を強固にした。 

また、この崇高な思想に導かれて、共産主義運動史上初の新しいタイプの革命政党を

創設した。これは天才・金日成同志の最大の功績である。 

チュチェ思想は、すべての人が国富の恩恵を享受し、特権、不正、腐敗のない社会組

織で公正で幸福な生活を送ることができるようにする社会主義社会への信頼できる指

針である。 

チュチェ思想は偉大な指導者である金日成主席の偉大な創造である。朝鮮民族の父で

ある金日成主席の革命的業績に忠実な偉大な指導者 

金正日総書記は、朝鮮における真の社会主義社会建設の経験と成功に基づいて、現実の

情勢を考慮しながらチュチェ思想を完成し、その成果を確固たるものにするために先軍

の段階に押し上げた。この考えは、最高指導者である金正恩総書記が確固たる信念を持

ってさらに発展、深化させてきた。 

朝鮮におけるチュチェ思想の生命力は、最も豊かで公平な社会を建設する過程におい

て、関連する思想的指針が存在することを証明している。いまだに外国の援助に依存し

ている国でも、チュチェ思想の賢明で方法的な適用によって、いかなる状況下でも肯定

的な結果を得ることができることが証明されている。 

朝鮮民主主義人民共和国の具体的な経験は、帝国主義勢力によって人民の独立と発展

に対してしばしば煽られる政治的、経済的、社会的な動揺にもかかわらず、その思想と

主権を誇りに思い、人民が何の心配もなく幸福に暮らしている国がこの世界に存在する

ことを雄弁に物語っている。 

チュチェ思想は朝鮮において、党と人民、そして尊敬されている指導者との信頼関係

に基づいて、人民の念願と時代の状況と現実に合わせて科学的に実行されている。 



 

 

朝鮮民主主義人民共和国は、人民が偉大なチュチェ思想の路線と指導者の遠視眼的な

指導を粛々と守り、自分の運命と国の主人であるという自覚と確信をもって、自らを犠

牲にしてモデル社会を建設しようとする新しいタイプの社会のモデルである。 

積極的な連帯感を持つこの平和な国では、人々は指導者の指導のもと、自分と他の

人々の福祉のために協力する準備ができている。 

自主、自立、自衛の社会主義は朝鮮革命の羅針盤であり、中核である。これらの概念

は、朝鮮人民の深い願望と朝鮮の現状に合致しており、半世紀にわたって指導者たちが

得た革命的成果と貴重な伝統と経験の真髄である。 

朝鮮における社会主義の着実な発展は、明るく不滅のチュチェ思想の信憑性と生命力

を裏付けるものである。朝鮮労働党の指導方針としてチュチェ思想が採択されて以来、

英雄的な朝鮮人民は敵対する自然との闘争において、また、無敵の朝鮮人民をその独裁

のもとで無為に服従させようとする執念深い帝国主義勢力の相次ぐ挑発を阻止するた

めの不断の闘争において、勝利以外の何ものでもない。 

朝鮮労働党第 8 回大会の報告と決議は、情報通の人たちにとっては驚くべきものでは

なかった。 

朝鮮労働党と朝鮮人民は、今後の課題に鑑み、世界の政治・経済状況にもかかわらず、

過去 5 年間の客観的な教訓を導き出した。朝鮮人民の最高指導者である金正恩氏の賢明

で経験豊かな指導のもと、朝鮮の自主と主権を強固にするために永遠の党指導者が示し

た道に沿って、歴史的意義のある革新的発展の新たな行進を万里馬の速度で開始した。  

朝鮮労働党の固有の思想である金日成・金正日主義の永遠の旗印のもとに、朝鮮の偉

大な指導者であり永遠の主席である金日成同志と偉大な指導者である金正日総書記の

思想と業績を忠実に継承し、朝鮮民族の安全と朝鮮人民の正当な願望に即してさらに発

展させ、偉大な業績をあげながら、人民生活のあらゆる分野で朝鮮の調和ある発展を加

速する。 

私は正義と平和の人として、特にチュチェ原理の正しい適用による朝鮮の自主的統一

の平和的方法を通じて、これからの朝鮮の大きな盛り上がりを期待している。 

朝鮮民主主義人民共和国万歳 

金日成主席・金正日総書記に永遠の栄光を 

最高指導者金正恩氏万歳 

 


